
こども心身発達医療センター(仮称)の整備について 

・年齢や性別等に応じた入院環境の改善 

・機能的な動線、設備の整備による医療・ケア体制の充実 

・退院や自立に向けた訓練機能の充実、親子入院の拡充 

・年齢や症状等に応じたケアの充実、静的・動的スペースの分離 

・短期の緊急一時入院、ﾚｽﾊﾟｲﾄ入院、訓練目的入院の拡充 

・急性期患者対応の迅速化、パニック、他害行動等対応の充実 

入院 

外来 

【改善】 プライバシー確保、見守りの効率化等に向けた個室の充実 

【改善】 職員動線の短縮・効率化に向けた１病棟１フロア化    

【改善】 業務の効率化に向けた入所児と職員動線の分離 

【新設】 自立訓練室、親子入院居室の設置 

【充実】 ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動室や多目的室の設置（子どもの育ちに即した活動） 
【改善】 受入ニーズ、病床稼働率の向上に向けた空床の活用 

【充実】 急性期患者対応の迅速化等に向けた保護室の増設 

 

・診察室増による予約待ちの縮減 

・利用者の院内アメニティの充実 

・外来機能の一元化による一体的なサービスの提供 

・待合スペースでの義肢装具調整の解消 

・待合での観察スペースの確保 

・他科受診、三重病院との連携強化による利用者サービスの向上 

【充実】 診察待ちの短縮に向けた診察室の増設 

【新設・充実】 親子で入れるトイレ、授乳コーナー、相談室の設置 

【改善】 利用者が快適に過ごせる「明るく・楽しい」空間設計 

【統合】 受付、外来看護、検査、放射線、薬局機能の一元化 

【充実】 義肢装具室の面積の拡充 

【新設】 キッズルーム(観察機能)、図書ｽﾍﾟｰｽ、クールダウン室の設置 

【充実】 効果的な併診対応（整形外科・児童精神・三重病院）の整備 

整備の目的 施設整備概要 

リハビリ・デイケア・発達療育 

・総合リハビリテーション部門の設置（子どもの障がいに即した治療） 
・多職種による多角的な見立て・訓練、多様な評価測定の実施 

・諸室、設備の充実によるリハビリ療法の質の向上 

・車椅子等の有効活用に向けた環境の整備 

・就学前児童から高校生年齢まで対応したデイケア・発達療育など   

 の集団療法による社会生活スキルの向上 

・保護者支援の充実 

【充実】 理学療法室、作業療法室、言語療法室などのﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ機能の 

        集約、適切・効果的な評価・訓練が実施できる諸室・機器の整備 

【充実】 リハビリ室の増設、各室の面積の拡充 

【新設】 感覚統合室、スヌーズレン室、摂食機能訓練室の設置 

【新設】 日常生活動作訓練室の設置（自立支援） 
【新設】 車椅子・歩行器のリサイクルを行う収納室の整備 

【充実】 効果的・効率的治療の実現に向けたデイケア・発達療育専用 

     ゾーンの整備 

【充実】 機能的な観察室、ミーティングルームの設置 

 

通園 

地域連携 

・重複障がい等への多職種による支援、急変時の対応の充実 

・在宅の重症心身障がい児(者)への対応の充実 
【充実】 利用者動線や急変時に配慮した諸室の配置（病棟近接） 
【新設】 静養室・多機能トイレの設置 

・連携、支援体制の充実、効率化、情報共有の迅速化   

・多職種が交流しやすい環境の整備（チーム医療の充実） 
・分かりやすく、相談しやすい環境の整備 

・地域の人材育成機能の充実 

【統合】 コメディカル職種のスタッフルームの一元化 

【充実】 会議室、カンファレンスルームの増設 

【充実】 医療相談室、面談室・面会室の増設 

【新設】 電話相談室の設置 

【新設】 地域支援研修室の設置 

教育 

【新設】 県立特別支援学校の併設（肢体不自由部門・病弱部門） ・教育施設の一体化により、こころとからだの育ちに総合的に対応 

・県内の肢体不自由児、発達障がい児等の教育支援の拠点化 

管理 

・業務の合理化・効率化・高度化、施設、設備の陳腐化の改善 

・職員が働きやすい環境の整備 

・医師等の人材確保 

【新設】 オーダリング及び予約管理システム、電子カルテの導入 

【充実】 休憩室・更衣室の設置、職員導線に配慮した諸室の配置 

【新設】 院内保育所の設置 

【充実】 講堂スペースの拡充、三重病院との動線整備 

心理・検査・薬剤・栄養・放射線 
【充実】 静寂性の確保、心理検査室、心理療法室、面接室の機能の充実 

     業務の効率化に向けた利用者と職員動線の分離 

【新設】 薬剤・栄養管理室の設置、服薬指導室の設置 
・サポート機能の充実、機能の一元化、業務の効率化 

聴覚 

【統合】 コメディカル職種のスタッフルームの一元化 

【充実】 静寂性の確保、集団療法室の面積の拡充 

【新設】 補聴器調整室、検査控え室の設置 

・聴覚障がい児及び重複障がい児等への支援体制の充実 

・聴覚障がい児に配慮した相談室や療育スペース等の充実 

・専門人材の集積、多職種が有効に協働 

・居室環境の改善、病院機能の向上 

・遊びと見守りの空間確保 

・小児医療（三重病院）との連携強化、機能補完 
・専門医療が日常的に受けやすい環境、利便性の向上 
・臨床の場の創設、医師確保、専門医育成 

・スキルやノウハウを地域に還元       
・重層的な支援機能、総合力の向上 
・教育のセンター的機能の充実          
・新たな機能効果を創出 

Ⅰ   専門人材を集積し、専門性を高め、子どもにとって安全、安心な環境  
   の中で、良質で高度な医療・福祉サービスを提供します。  

Ⅱ   小児医療との連携強化・機能補完により、利用者の利便性を向上させ  
   るとともに、小児分野の臨床経験の場や機会を創造します。 

Ⅲ   専門医療をベースに地域の支援機能を高め、併設する特別支援学校 
   とともに、発達支援の中核として、三重県全体の総合力の向上をめざ 
   します。 

２．こども心身発達医療センター（仮称）の整備方針 

３．こども心身発達医療センター（仮称）の機能 １．現施設の課題等 

草
の
実 

小児整形外科60床（一般病床）、退院に向けた自立
訓練スペースの不足 

入院 

外来 
待合室での義肢装具の調整 

利用者の院内アメニティの不足（授乳室や相談室） 

リハビリ 
廊下等も利用した狭い訓練空間、効果的な訓練室の 

不足、訓練設備の陳腐化、発達障がい児への対応 

通園 重症心身障害児（者）通園事業における急変時の対応 

教育 県立城山特別支援学校草の実分校との連携 

指導課 
地域療育支援 

指導課・地域療育支援課など関係窓口の分散化 

会議室・カンファレンスルームの不足 

管理 非効率な空調管理、十分な駐車スペースの不足 

オーダリング等医療情報システムの未整備 

心理・検査・薬
剤栄養・放射線 

放射線システムの非デジタル化 

心理療法室の未整備 

あ
す
な
ろ 

入院 
児童精神科80床（精神病床）、個室の不足やバリア
フリーの未整備、非効率な職員動線 

教育 市立小中学校あすなろ分校との連携 

デイケア 

発達療育 

保護者支援のための諸室の未整備 

療育活動に必要な諸室の不足 

医療連携 

地域支援 
医療連携窓口と市町支援窓口の分散化 

会議室・カンファレンスルームの不足 

心理・検査・薬
剤栄養・放射線 

心理検査室や心理療法室の陳腐化、静寂性の不足 

薬剤・栄養管理室の未整備 

管理 医事オーダリングシステムの一部運用 

外来 
予約待ちに影響する診察室の不足、狭い待合スペース、 

利用者の院内アメニティの不足（授乳室、相談室） 

き
こ
え 

相談・療育 

地域支援 
重複障がい児等への対応や支援体制の不足 

療育スペースの不足、諸室の静寂性の不足 


